
 
平成 20 年 4 月 14 日 

 

 

株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループ 

 

 
当社連結子会社（株式会社 泉州銀行）の 
平成 20 年 3 月期業績予想の修正について 

 
 
当社の連結子会社である株式会社泉州銀行が、平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20

年 3 月 31 日）の業績予想について、昨年 11 月の中間決算発表時の業績予想を別添資料のとおり

修正しましたので、お知らせいたします。 

以 上 

 

 

 

 
        



 

平成20年4月14日 
各 位 

上 場 会 社 名 株式会社 泉 州 銀 行 
代 表 者 名 取締役頭取 吉 田 憲 正 
コ ー ド 番 号 ８３７２（大証第1部） 
本 社 所 在 地 岸和田市宮本町26番15号 
問 合 せ 先 執行役員経営企画部長 坂戸 豊 

(TEL. 072-423-7441) 
 
 

平成20年3月期業績予想の修正並びに有価証券の評価損及び含み損に関するお知らせ 
 
1. 業績予想の修正 
 
 平成20年3月期（平成19年4月1日～平成20年3月31日）の業績予想につきまして、昨年11月の中

間決算発表時の業績予想を下記のとおり修正いたします。 
 

(1) 平成20年3月期業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成20年3月31日） 
 
【単体】                                 （単位：百万円） 
 経常収益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 53,800 10,650 6,600 
今回修正予想（Ｂ） 52,800 2,500 2,000 
増減額 （Ｂ－Ａ） △1,000 △8,150 △4,600 
増 減 率 （％） △1.8% △76.5% △69.6%

 
【連結】                                 （単位：百万円） 
 経常収益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 59,400 10,800 7,000 
今回修正予想（Ｂ） 58,300 2,500 2,200 
増減額 （Ｂ－Ａ） △1,100 △8,300 △4,800 
増 減 率 （％） △1.8% △76.8% △68.5%

 
(2) 業績予想の修正理由 
① 単体業績予想の修正 

 当行が保有するＣＤＯ（債務担保証券）は、最近の国際的な信用収縮の広がりの影響を受け、そ

の時価にあたって参考にしている販売元証券会社が提示する価格が大幅に下落しております。 
 当行が保有するＣＤＯにつきましては、サブプライムローンを原資産とするものではなく、また、

組成の根拠となっている裏付資産についても、ほとんどデフォルトが発生しておりませんが、大幅

な時価下落に伴い、当期末において減損処理を行うことといたしました。 
 さらに、与信費用も増加する見込みであり、業績の下方修正を行うものであります。 

② 連結業績予想の修正 
 主に単体業績予想の修正によるものであります。 

 



 

2. 有価証券の評価損 
 
 当行では、「満期保有目的の債券」及び「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、簿価に比べ

時価あるいは実質価額が著しく下落した有価証券につきましては、減損処理（有価証券評価損の計上）を行っ

ております。 
この度、平成20年3月期末における有価証券評価損（減損処理額）を算出いたしました結果、その総額が

下記のとおりとなりましたのでお知らせいたします。 
 

（Ａ）平成20年3月期末の有価証券評価損の総額 5,445百万円 

（Ｂ）平成19年3月期の純資産の額 （Ａ／Ｂ×100） 99,098百万円 

（   5.4％） 

（Ｃ）平成19年3月期の経常利益額 （Ａ／Ｃ×100） 9,379百万円 

（  58.0％） 

（Ｄ）平成19年3月期の当期純利益額 （Ａ／Ｄ×100） 10,708百万円 

（  50.8％） 
 （ご参考） 

（１） 当行の決算期末は、3月31日であります。 
（２） 当行の減損処理基準の概要は、以下のとおりであります。 

 破綻先、実質破綻先、破綻懸念先の場合 時価が取得原価を下回っている場合 
 要注意先の場合 時価が取得原価を30％以上下回っている場合 
 正常先の場合 時価が取得原価を50％以上下回っている場合 

（３） 上記減損処理後の「その他有価証券」の評価差額（含み益）は2,343百万円であります。 
 

3. 有価証券の含み損 
 
 当行の保有する「満期保有目的の債券」及び「関連会社株式」のうち、時価を合理的に算定できるものにつ

いて、平成20年3月期末における有価証券の含み損を算出いたしました結果、その総額が下記のとおりにな

りましたのでお知らせいたします。 
 

（Ａ）平成20年3月期末の有価証券含み損の総額 3,295百万円 

（Ｂ）平成19年3月期の経常利益額 （Ａ／Ｂ×100） 9,379百万円 
（  35.1％） 

（Ｃ）平成19年3月期の当期純利益額 （Ａ／Ｃ×100） 10,708百万円 
（  30.7％）  

（注）1 「満期保有目的の債券」及び「関連会社株式」のうち、時価を合理的に算定できるものの全

てを対象としています。 
2 対象有価証券の帳簿価額    40,997百万円 

時  価    37,702百万円 
3 平成20年3月期末決算における「満期保有目的の債券」の含み益及び差引き含み益は以下

のとおりです。 
平成20年3月期末の「満期保有目的の債券」の含み益の総額      727百万円 
平成20年3月期末の「満期保有目的の債券」の差引き含み益の総額 △2,567百万円 

 
以 上 

 


